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物資購入票のお問合せ●宮崎県市町村職員共済組合総務課TEL0985-24-5463(直通)　FAX 0985-24-5715

●貸付事業と物資事業の毎月の償還額の合計が給料の額の１００
分の３０を超えるような償還方法を選択することはできません。
●期末手当等併用償還は、１回の期末手当等からの償還額が期末
手当等の額の２分の１を超える場合は選択できません。
●５万円未満は毎月均等か一括償還のみとなります。

日

一括償還の額が給料の額の１００分の３０を超える場合は選択でき
ません。
一括償還の額が期末手当等の額の２分の１を超える場合は選択で
きません。

組合員氏名

所属所長証明印のないもの及び交付日から４０日間を経過したものは無効です。

本購入票のとおり、宮崎県市町村職員共済組合物資購買規
程に基づき購入を申し込みます。なお、退職したときは未償
還額をただちに返済し、退職手当等の支給を受ける際は未
償還額相当額の受領を共済組合に委任します。

利用年月日 令和 5 年 5

●１月あたりの償還額は２千円以上とし、最大８４月まで指定するこ
とができます。なお、端数は最終回で調整します。
●記入いただいた償還月数により算定した１回あたりの償還額が２
千円未満となる場合は、２千円を超える直近の償還月数に置きかえ
させていただきます。

月 25

歯科利用、自動車購入、住宅関連設備購入又は電気製品購入の場合は次を選択
することができます。

(注３)

（共済組合に歯科利用、自動車購入、住宅関連設備購入又は電気製品購入の未償還額
がある方は選択してください。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注４）

(注４)

レ 未償還額を今回の立替金額に統合する

統合しない

４月末まで提出→ ６月支給時

期末手当等一括償還 (注３）
10月末まで提出→ 12月支給時

40 (注2)

8 4レ 毎月＋期末手当等５倍額 月

20-５

10
(注１)

毎月＋期末手当等３倍額 月

20-3

翌々月償還
統合後金額

10

円

償
　
　
還
　
　
方
　
　
法

毎月均等償還 月
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 【統合データ】

宮崎　太郎 指定店
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担当者又は取扱者名
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共済自動車販売 品名販 売 店 名

令和５年

共済組合使用欄

ミニバン 購入番号

組 合 員 氏 名 共済　太郎
5

円です。

交付日 年 月 日 所属所長名

―

給料の全部の支給が停止されている場合又は懲戒処分
により給料の一部の支給が停止されている場合

6 貸付事業と物資事業の毎月の償還額の合計が給料の額
の１００分の３０を超える場合　上記の購入申込者は利用資格があることを証明します。

利用限度額欄には購入代金償還予定表の翌月償還予定未償還残高を300万円か
ら差し引いた金額を記入してください。　なお今回の利用限度額は

3 破産の申立てを行った者又は破産宣告を受けた者

（ ふ り が な ） （　きょうさい　たろう） 4 給料又は期末手当等から償還が困難である場合

4
1 当月末立替金残高の合計が３００万円を超える場合

記 号 ・ 番 号 2 給料の差押え又は仮差押えを受けている場合
6 7 1 2 3

　所属所はこの欄（１枚目）を証明し、４枚とも組合員に交付してください。
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所属部課署名
所 属 所

電 話 番 号

組 合 員 証
記       号 番　　　　　号 次のいずれかに該当する場合は利用資格がありません。

㊞

組合員は、物資購入票を４枚とも指定店に提出し、４枚目の「組合員控」を受け取ってください。

物資購入票A 所 属 所 組 合 員 指 定 店 共 済 組 合

共済　太郎

物　　資　　購　　入　　票 共済組合用

共済市
総務課

０９８５－２４－５４６３

5 18 共済市長　○○○○

共済組合に歯科利用、自動車購入、住宅関連設備購入及び電気製
品購入のいずれかの未償還額がある場合に限り、今回の立替金額
と統合して償還することができます。ただし、歯科利用の統合につい
ては歯科利用の未償還額のみとの統合となります。なお、立替金額
（購入金額）欄には今回購入分の金額を記入してください。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※２枚目も記入ください。

(歯科は診療所名）

(自動車は車名，歯科は治療名)

【 所属所記入欄 】
発行日、利用限度額及び所属所長名

の記入並びに所属所長の証明印がない
ものは無効です。

利用限度額は、300万円です。
（すでに利用がある場合は、300万円か
ら償還中の利用分の未償還額を差し引
いた額が限度額です。）

上記、「利用限度額」の範囲内
の金額を記入してください。

【 組合員記入欄 】

「購入商品」および「償還方法」の欄を全て記入してくだ
さい。償還月数は84月以内で自由に設定できます。ただ
し、貸付事業と物資事業の毎月の償還額の合計が給料
額の30％を超えるような償還方法及び1月あたりの償還
金が2,000円未満となる償還方法を選択することはできま
せん。

【 組合員記入欄 】
申込者自ら署名する場合は、押印は不要です。
利用日は購入日又は購入票の店舗への提出日を記入くだ

さい。
自動車購入で納車後に指定店への立替金支払いを希望す

る場合で購入日から納車日までかなり間が空く場合は、納車
日直前に購入票の交付を受け、指定店に提出するようにして
ください。（通常購入票の指定店への提出後、毎月５日までに
指定店から請求があれば当月25日に共済組合から指定店へ
代金を払い込みます。）

【 組合員記入欄 】

自動車購入、電気製品購入又は歯科治療費利用の新たな申込みの

場合に、これらの商品区分の償還中の既利用の未償還残高と新たな申込み

分の立替金額を統合（合算）できます。なお、歯科治療費利用関係

の統合については、歯科治療費利用分同士のみの統合となります。

(自動車購入、住宅関連設備購入又は電気製品購入利用と歯科治療費
利用の統合はできません。）

自動車学校入校費用同士の合算も可能とします。

＊新たな利用分と既利用分の合算は利用者の任意選択です。

【 組合員記入欄 】
所属所名、所属課名、電話番号、組合員
証記号番号、氏名を記入ください。

●「物資購入票」の提出先●
必要事項を記入の上、指定店へ提出し、４枚複写のうち４枚目「Ｄ組合員控」を指定店から受けとって保管してください。
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